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2002年にいったん減少した我が国の生鮮野
菜輸入量は、再び増加基調となり昨年は過去
最大を記録した。今年に入っても増勢は続い
ており、月間輸入量は10万トンを連続して超
えている。品目では、タマネギ、ニンジン、
キャベツなどの重量野菜が増加している。
輸入増は直接的には国内の不作への対応で
あり、特に昨年は秋以降の台風や長雨等で国
内産地が被害を受けたことで緊急的輸入が行
われた点が大きい。しかし、国内不作時に海
外から即応して供給される態勢整備が、近年
進んだことも見逃せない。
特に日本の最大の輸入先である中国からの
野菜輸入は2002～03年に残留農薬問題で落ち
込んだが、昨年から再び増加に転じている。
その背景には、中国産の品質改善と輸入業者
が業務用実需者ニーズに対応し、周年安定供
給に力を入れてきたことが挙げられよう。
中国での野菜生産は、高品質で日本で人気
がある種苗が直接投入されるようになってお
り、また現地での栽培技術、品質管理も近年
格段に進歩している。こうした生産・品質面
での大幅な改善とともに、日本国内での価格
上昇が迅速に中国からの輸入に伝わるルート
も拡充されてきている。
東京農業大学の藤島教授によると、日中間

輸入生鮮野菜は再び
年間100万トン超時代へ

では従来からの輸入業者だけでなく、国内市
場での価格上昇時に中国との価格差をねらっ
た「スポット商社」の存在が大きくなってい
るという。昨年11月に日本の生鮮野菜輸入が
著しく増大したのは、通常は野菜輸入に従事
していない異業種の業者が価格の急騰をみて、
急遽、輸入を始めたことによるところが大き
いとされる。「スポット商社」の役割を担う
のは、種苗会社、水産商社、パチンコ業者等
で、時には留学生等が含まれ、その数は多い
時にはネギだけで数10社にのぼるそうである。
こうした生鮮野菜の輸入の再増加は、かつ
て冷凍野菜が実需者向けを中心に国内市場に
浸透してきたメカニズムと似ており、その動
向を注視する必要があろう。 （室屋有宏）
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資料：　農畜産業振興機構（旧　野菜供給安定基金）
「野菜輸入の動向」、「主要野菜輸入量の動向」より作成


